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こ
の
た
び
、
運
営
委
員
会
に
お

い
て
、
佐
藤
光
前
会
長
の
後
任
と

し
て
中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様

方
に
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し

い
社
会
状
況
の
中
で
、
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
活
動
お
よ
び
運
営
に

ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
こ

と
に
、
ま
ず
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま

す
。
ま
た
、
前
会
長
に
お
き
ま
し

て
は
、８
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、

社
会
の
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る

中
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

連
合
会
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
就
任
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
改
め
て
責
任
の
重
さ
を
感

じ
る
と
こ
ろ
で
す
。
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
更

な
る
活
性
化
と
連
合
会
の
発
展
の

た
め
、
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
現
在
、
わ
が
国
で
は
長
寿
化
の

進
展
に
よ
り
人
生
1
0
0
年
時

代
を
迎
え
る
中
、
地
域
に
お
い
て

人
々
の
暮
ら
し
も
変
化
し
、
単
身

高
齢
者
世
帯
等
、
個
人
や
家
族
が

抱
え
る
諸
課
題
か
ら
、
地
域
共
生

社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
は
、
今
日
、

ク
ラ
ブ
の
担
い
手
不
足
な
ど
と
い

っ
た
、大
き
な
課
題
を
抱
え
る
中
、

コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
行
事
や
活
動

が
中
止
と
な
っ
た
り
、
大
勢
で
集

ま
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
り
、

不
安
か
ら
活
動
へ
の
参
加
を
控
え

る
人
が
増
え
る
な
ど
の
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
す
べ
て
の
高

齢
者
が
楽
し
く
豊
か
に
、
生
き
が

い
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
は
、
健
康
で
自
立
し
、
支
え
合

い
な
が
ら
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

経
験
、
知
識
を
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
に
生
か
し
て
い
く
た
め
の
老

人
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
と
て
も
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
中
央
区
に
は
、
生
活
の
利

便
性
と
恵
ま
れ
た
環
境
か
ら
多

く
の
高
齢
者
が
住
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
私
た
ち
ク
ラ
ブ
の

目
的
は
、
仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ

く
り
と
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る

こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康
づ
く

り
事
業
は
も
と
よ
り
、
地
域
か
ら

の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
子
ど
も

た
ち
の
見
守
り
活
動
や
、
地
域
の

伝
統
社
会
奉
仕
活
動
、
環
境
美
化

活
動
、
ま
た
独
り
暮
ら
し
や
寝
た

き
り
の
高
齢
者
を
訪
問
す
る
「
友

愛
訪
問
」
活
動
な
ど
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
三
世
代

交
流
事
業
等
の
地
域
活
動
な
ど

に
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
公
民
館
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
地
域
活
動

団
体
な
ど
で
ご
活
躍
し
て
い
る

方
も
増
え
る
な
ど
、
地
域
の
担
い

手
と
し
て
、
地
域
の
幅
広
い
関
係

者
や
組
織
と
連
携
を
図
り
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
存
在
意
義
を
高
め
て

い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
あ
た
り
ま
し
て

は
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
推

進
に
一
層
努
め
て
い
く
と
と
も

に
、
行
政
や
地
域
の
関
係
団
体
と

の
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、
力

を
合
わ
せ
、
と
も
に
活
力
あ
る
地

域
社
会
づ
く
り
と
そ
の
発
展
に
さ

ら
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
魅
力
あ
る
老
人
ク

ラ
ブ
に
し
て
い
く
た
め
に
、
感
染

症
に
配
慮
の
上
、
安
心
し
安
全
に
、

会
員
の
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
や

り
が
い
を
持
っ
て
、
活
動
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
、
ま
た
よ
り
良
い
地
域
社
会

づ
く
り
の
た
め
、
皆
様
の
お
力
添

え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

就任あいさつ

人生 100 年時代と人生 100 年時代と
地域共生社会に向けて地域共生社会に向けて

中央区老人クラブ連合会
� 会長　柴田　宏



第62号　2令和 4年 7月

令和 4 年度令和 4 年度  役員・運営委員役員・運営委員

役職名 氏　名 校区・地区等
会　長 柴田�　　宏 警　固

副会長
木内�　潤子 簀　子
松井�　正博 春　吉

会　計 小堀�　康治 草ヶ江

監　事
小谷�　享子 高　宮
片岡�　潤治 小　笹

運営委員

三原�　哲彦 大　名
小野�　文憲 舞　鶴
岡部�　武信 赤　坂
森�　カズ子 福　浜
鶴田�　勇夫 当　仁
佐藤�　　光 南当仁
相�　　正和 平　尾
白幡�　　擴 笹　丘
郡嶋�　郁子 春　吉

令和 4 年度 令和 4 年度 
校区校区・・地区女性部長地区女性部長

役職名 氏　名 校区・地区等
部会長 木内�　潤子 簀　子
副部会長 郡嶋�　郁子 春　吉

女性部長

岩下�リヨ子 大　名
岡田�　幸子 舞　鶴
古薗�波留子 簀　子
矢野�美代子 警　固
原口�　浩子 赤　坂
小野�満智子 草ヶ江
中村�万喜子 福　浜
松本�　光子 当　仁
増本�　桂子 南当仁
橋本�　英子 平　尾
古賀�久美子 高　宮
大野�　節子 笹　丘
篠原�　啓子 小　笹

◆白寿表彰 吉木�　次子（春吉校区）

◆退任役員
連合会会長職 佐藤�　　光（南当仁校区）
運営委員 白水�　正人（笹丘校区）

吉岡�　龍也（平尾校区）
◆退任単位クラブ会長 舞鶴校区�第二松寿会　　　服部�　　勝

福浜校区�第五福寿会　　　河原�チトセ
福浜校区�第五福寿会　　　下田　�郁枝
小笹校区�第一小笹平和会　黒瀬�　隆巌
小笹校区�第二小笹平和会　中島�　繁康
小笹校区�第五小笹平和会　白井�　政子

《中央区老人クラブ連合会 表彰》

《福岡市老人クラブ連合会 表彰》
◆老人クラブ育成功労者表彰（市老連役員）
佐藤�　　光　福岡市老人クラブ連合会　理事

◆老人クラブ育成功労者表彰（単位老人クラブ会長）
服部�　　勝　舞鶴校区�第二松寿会
安武�　英子　春吉校区�第二老壮会　　　　　　�
原口�　昌士　赤坂校区�福寿会
大野�　節子　笹丘校区�笹丘 1丁目れいろう会

◆優良老人クラブ表彰（単位老人クラブ）
赤坂校区�赤坂1丁目シニア倶楽部　会員34名　会長：岡部　武信
当仁校区�第五仁寿会　　　　　�会員 51名　会長：井上　宏　
笹丘校区�明鏡会　　　　　　　�会員 31名　会長：白水　正人

◆『地域活動賞』表彰
春吉校区�春吉校区老人クラブ連合会　松井　正博（健康づくり活動）
小笹校区�第九小笹平和会　　　　�米徳　昭男（ボランティア活動）

令
和
４
年
度
の
総
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
予
防
の
た
め
規
模
を

縮
小
し
て
行
い
５
月
25
日

（
水
）、
大
名
公
民
館
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
単
位
ク
ラ
ブ

会
長
お
よ
び
校
区
女
性
部
長

60
名
か
ら
の
会
長
へ
の
委
任

状
を
得
て
、
運
営
委
員
14
名

が
出
席
。
大
名
校
区
の
三
原

哲
彦
氏
が
司
会
を
務
め
進
行

さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
柴
田
会
長
か
ら
「
ク

ラ
ブ
の
退
会
や
会
員
減
少
、

さ
ら
に
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
各

種
事
業
の
中
止
な
ど
老
人
ク

ラ
ブ
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳

し
い
中
、
中
央
区
で
は
ク
ラ

ブ
数
や
会
員
数
も
維
持
で

き
、
地
域
で
の
一
定
の
活
動

も
展
開
さ
れ
て
お
り
、
会
員

各
位
の
ご
尽
力
に
感
謝
し
ま

す
。
令
和
４
年
度
は
、
中
央

区
囲
碁
・
将
棋
大
会
は
、
感

染
対
策
上
中
止
と
し
た
が
、

今
後
の
活
動
や
事
業
等
に
つ

い
て
は
、感
染
対
策
の
も
と
、

安
全
で
安
心
し
て
参
加
い
た

だ
け
る
内
容
で
事
業
等
を
実

施
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
司
会
者
か
ら

多
年
に
わ
た
り
中
央
区
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
状

と
、
白
寿
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
た
会
員
へ
の
お
祝
い
状
贈

呈
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
赤
坂
校
区

の
岡
部
武
信
氏
を
議
長
に
選

出
し
、
令
和
３
年
度
事
業
、

決
算
報
告
お
よ
び
監
査
報

告
、令
和
４
年
度
事
業
計
画
、

予
算
案
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
全
員
賛
成
で
承
認
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
光
前
会
長
か
ら
柴

田
宏
会
長
へ
バ
ト
ン
が
引
き

継
が
れ
新
体
制
と
な
っ
て
ス

タ
ー
ト
し
た
中
央
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
今
年
度

も
基
本
理
念
を
も
と
に
、
魅

力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
を
目
指

し
、
一
人
で
も
多
く
の
仲
間

を
増
や
す
た
め
会
員
増
強
に

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

令和４年度 基本理念
　中央区老人クラブ連合会は、「健康・友愛・奉仕」の全国三大運動を目　中央区老人クラブ連合会は、「健康・友愛・奉仕」の全国三大運動を目
標に、会員自らが、地域社会の支え手の一員として、これまで培ってき標に、会員自らが、地域社会の支え手の一員として、これまで培ってき
た豊かな経験、知識を活かして地域社会に貢献するとともに、魅力あるた豊かな経験、知識を活かして地域社会に貢献するとともに、魅力ある
楽しい老人クラブとするため、　各種事業の推進や組織の活性化、新会員楽しい老人クラブとするため、　各種事業の推進や組織の活性化、新会員
の加入促進に努め、豊かで活力ある長寿社会の実現に向けて努力する。の加入促進に努め、豊かで活力ある長寿社会の実現に向けて努力する。

１�自らの健康づくり及び地域と連携した友愛活動、社会奉仕活動の推進１�自らの健康づくり及び地域と連携した友愛活動、社会奉仕活動の推進
�２�地域の支え手の一員として、文化、スポーツ活動、ボランティアへの参加�２�地域の支え手の一員として、文化、スポーツ活動、ボランティアへの参加
�３魅力ある老人クラブづくりと仲間づくりの継続的推進�３魅力ある老人クラブづくりと仲間づくりの継続的推進
�４�地域諸団体の協力を得ながらの未加入高齢者に対する老人クラブ加入促進の継�４�地域諸団体の協力を得ながらの未加入高齢者に対する老人クラブ加入促進の継
続取り組み続取り組み

柴田会長新体制での船出柴田会長新体制での船出
令和 4 年度中央区老ク連 総会開催令和 4 年度中央区老ク連 総会開催

運営委員14名出席のもと実施運営委員14名出席のもと実施

令和 4 年度 表彰者一覧令和 4 年度 表彰者一覧 敬称略
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令和4年度　月別事業予定表

※生きがいと健康づくり、友愛訪問、老人いこいの家消耗品補充業務は随時

実施日 行事名 場　所 参加者

10

4 火 市ゲートボール大会 山王公園 関係者

6 木
グラウンド・ゴルフ大会
（予備日は10月 7日）

平和台競技場 関係者

11

〜

16

火

〜

日
（市）高齢者美術展 福岡市美術展 関係者

18 火
女性リーダー研修会
（福祉バスでの研修）

未　定 関係者

25 火 （市）グラウンド・ゴルフ大会 舞鶴公園 関係者

26 水
10月期運営委員会
活性化委員会

大名公民館 関係者

11

2 水
高齢者健康スポーツ大会
（ウォーキング）

大濠公園 関係者

9 水 （市）総務部会⑤ プラザ201 部会員
11

〜

15

金

〜

火
ねんりんピックかながわ 神奈川県 関係者

22 火 （市）理事会⑤ プラザ502､ 503 関係者

24 木 11月期運営委員会 大名公民館 運営委員

28 月 （市）体育部会② プラザ502 部会員

12

6 火
中央区高齢者
ソフトダーツ大会

中央体育館 関係者

9 金 （市）女性部研修会 プラザホール 関係者

14 水
12月期運営委員会
高齢者作品展実行委員会

大名公民館 運営委員

1

17
〜

22

火

〜
日

高齢者作品展
（16日搬入、22日搬出）

市美術館 関係者

25 水 （市）リーダー養成研修会 プラザ502、503 関係者

26 木
1月期運営委員会
女性部活性化委員会

未　定
運営委員
校区女性部長

2

2

〜

3

木

〜

金
全老連代表者会議 東京都 市女性部長

8 水 （市）伝承社会奉仕部会② プラザ501 部会員

10 金 （市）ソフトダーツ大会 中央体育館 関係者

15 水 （市）総務部会⑥ プラザ501 部会員
16

〜

17

木

〜

金
九州連絡協議会 福岡市 関係者

20 月 友愛訪問説明会 関係者

22 水 （市）理事会⑥ プラザ502、503 理事 ･監事

24 金 2月期運営委員会 大名公民館 運営委員

3

6 月
（市）総務部会⑦
高齢者農園委員会

プラザ501 部会員

16 木 （市）理事会⑦ プラザ502、503 理事 ･監事

22 水
3月期運営委員会
活性化対策委員会

大名公民館 運営委員

※「中央区老ク連だより」の発刊（令和 4年 7月および令和 5年 1月予定）
※�各種事業については、会場の都合や天候不順により、開催場所や日時を
　変更することがあります。

実施日 行事名 場　所 参加者

４

1 金 辞令交付式 プラザ402 役　員

5 火 監査 区役所中会議室 役　員

13 水
（市）総務部会①
高齢者農園運営委員会①

プラザ502 役　員

18 月 広報部会 区役所事務局 部会員

20 水 （市）理事会① プラザ502､ 503 理事・監事

27 水 4月期運営委員会 大名公民館 運営委員

5

16 月 新任役員研修会 プラザ604 関係者

23 月
（市）第49回通常総会
（規模縮小開催）
（市）総務部会②、理事会②

プラザ502､ 503 関係者

25 水
総会（規模縮小開催）
5月期運営委員会

大名公民館 運営委員

30 月 （市）広報部会 プラザ501 部会員

6

3 金 （市）教養文化部会① プラザ503 部会員

7 火 教養文化部会 事務局 部会員

8 水 （市）総務部会③ プラザ502 部会員

13 月 （市）女性部会① プラザ502 部会員

16 木 女性部会 プラザ402 部会員

22 水 （市）理事会③ プラザ502､ 503 理事・監事

23 木
6月期運営委員会
活性化対策委員会

大名公民館 運営委員

24 金 （市）伝承社会奉仕部会① プラザ502 部会員

28 火 伝承社会奉仕部会 事務局 部会員

30 木 （市）体育部会① プラザ503 部会員

7

4 月 体育部会 事務局 部会員
7

〜

8

木

〜

金
九州ブロック老人クラブ
リーダー研修会

長崎県 市理事・市監事

13 水
高齢者演芸大会
（12日はリハーサルと会場設営）

市民センター 関係者

13 水 女性部活性化委員会 市民センター 部会員

14 木 保健福祉大会運営委員会 プラザ502､ 503 関係者

27 水 7月期運営委員会 大名公民館 運営委員

29 金 （市）第49回囲碁・将棋大会 プラザ601、602 関係者

8

5 金 （市）総務部会④ プラザ503 部会員

23 火 （市）理事会④ プラザ502､ 503 理事・監事

24 水
8月期運営委員会
活性化対策委員会

大名公民館 運営委員

9

1 木 第58回高齢者保健福祉大会 市民会館 関係者

5 月 広報部会 事務局 部会員

12 月 リーダー研修会 ふくふくホール 部会員

14 水
（市）健康づくりリーダー
研修会

プラザ502、503 関係者

16 金 （市）教養文化部会② プラザ503 部会員

20 火 社会奉仕の日 各地区・校区 会　員

21 水
運営委員会
健康料理教室（注意）

あいれふ 部会員

27 火 （市）広報部会② プラザ501 部会員

28 水 （市）女性部会② プラザ501 部会員



第62号　4令和 4年 7月

　
12
月
４
日
（
土
）、
赤
坂

小
学
校
体
育
館
に
て
令
和
４

年
度
中
央
区
高
齢
者
ソ
フ
ト

ダ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
約
１
０
０
名
が

参
加
し
、
コ
ロ
ナ
禍
対
策
を

し
た
上
で
、
A
・
B
コ
ー

ト
に
分
か
れ
て
カ
ウ
ン
ト
・

ア
ッ
プ
と
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・

ハ
ッ
ト
の
２
種
目
で
腕
を
競

い
ま
し
た
。

　
競
技
開
始
の
合
図
と
と
も

全
神
経
を
集
中
し
て

全
神
経
を
集
中
し
て

大 会 結 果（カウント・アップの部）

敬称略

Ａコート

優　勝 江良 智恵子 草ヶ江

準優勝 須郷 惇之祐 平　尾

第 3 位 倉地 ミキエ 当　仁

Ｂコート

優　勝 砂原 　公子 赤　坂

準優勝 安部 　忠子 当　仁

第 3 位 吉川 　浩子 南当仁

令和４年度 中央区高齢者ソフトダーツ大会

に
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
練

習
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
、
全
神
経
を
一
点
に
集
中

し
て
高
得
点
を
目
指
し
ま
し

た
。
性
別
、年
齢
関
係
な
く
、

誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
ソ

フ
ト
ダ
ー
ツ
は
、
健
康
効
果

も
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

一点集中！
� 狙え高得点

コロナ対策をして実施コロナ対策をして実施

各コートで熱気高まる各コートで熱気高まる

視線集まる緊張の瞬間視線集まる緊張の瞬間

100 名がダーツに熱中100 名がダーツに熱中

練習の成果
矢に込めて

何点に
なったかな？

【ソフトダーツの魅力】

■安　全………�ダーツの先端がプラスチック製
■脳トレ………�得点は暗算でつける
■仲間づくり…気軽に誰でも楽しめる

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

��

安
全
に
楽
し
め
ま
す

安
全
に
楽
し
め
ま
す
‼‼



令和 4年 7月5　第62号

　中央区老人クラブ連合会では、日頃から積極的に会員を増や
す努力を重ねていますが、残念ながら会員は減少傾向です。会
員減少の最大の原因は「後継者を育成できていないこと」があ
げられます。
　長い歴史を築いてきた老人クラブをこれからも末永く継続し
ていくためには、後継者となる若手高齢者が必要であり、若い
方々にどうしたら入会してもらえるかを考え「魅力ある老人ク
ラブ」にすることが喫緊の課題です。「会員一人が１名増」を合
言葉に老人クラブの魅力をともに広げていきましょう。

健康活動や趣味・サークル活動健康活動や趣味・サークル活動
★ 健康づくり、スポーツ
　 健康学習、ウォーキング、
　いきいきクラブ体操、
　グラウンド・ゴルフなど

★ 趣味、文化、レクリエーション
　 趣味・文化・芸能などのサークル活動、

旅行

★学習活動、リーダー研修
　 様々な学習講座の開催、老人クラブ活

動のリーダー研修の開催など

生活を豊かにする楽しい活動

地域を豊かにする社会活動

ボランティア活動や世代間交流ボランティア活動や世代間交流
★ 友愛訪問、ボランティア活動、社会奉仕
　 友愛訪問活動、福祉施設などへの
　ボランティア活動、社会奉仕の日活動など

★伝承活動、世代間交流
　 地域の文化・伝承芸能・民芸などの伝承活動、

子どもたちとの世代間交流活動など  

★環境美化、リサイクル
　 公園や公共施設などの花の栽培や管理・
　清掃活動、リサイクル活動など

老人クラブの主な活動老人クラブの主な活動

〝会員一人が１名増〟

クラブの魅力広げクラブの魅力広げ
 会員減に歯止めを 会員減に歯止めを

◎仲間と一緒の笑いがある
◎人と会う機会が増える
◎生きがいが見つかる
◎心身ともに若返る

入会すると
こんなメリットが！

老人クラブに入って感じる魅力も
様々。会員加入の際、ぜひ参考に
し積極的に声かけをしましょう。

入ってよかった！
会員の声

　引っ越してきた頃は、ま
わりに友達がいませんで
したが、老人クラブに入
会して、近所にたくさん
のお友達が増えました！

　仕事をしていた頃は、近
所の方と付き合いがあり
ませんでしたが、今は地
域の行事にも参加し、絆
の大切さを感じています。

仲間がいる喜び仲間がいる喜び
分かち合おう分かち合おう



第62号　6令和 4年 7月

　
今
日
も
ま
た
「
福
岡
の
コ

ロ
ナ
は
何
人
か
な
？
」
と
テ

レ
ビ
の
放
映
を
気
に
す
る

こ
の
頃
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
仁

寿
会
の
行
事
も
多
く
が
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
で
も
お
世
話
を
し

て
く
だ
さ
る
役
員
さ
ん
の

お
か
げ
で
、
三
密
を
避
け
、

マ
ス
ク
着
用
、
各
自
の
健
康

管
理
に
注
意
し
な
が
ら
神

社
境
内
、
明
治
通
り
、
よ

か
ト
ピ
ア
通
り
な
ど
の
道

路
清
掃
や
、
か
ん
拾
い
な

ど
、
お
互
い
の
感
染
予
防
に

気
を
つ
け
な
が
ら
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
互
い
に
会

え
ば
ち
ょ
っ
と
で
も
話
を

し
た
り
、
小
さ
な
仕
事
で
も

協
力
し
「
も
っ
と
み
ん
な
で

活
動
で
き
る
日
が
早
く
来

る
と
い
い
ね
」
と
言
い
な
が

ら
、
日
々
コ
ロ
ナ
の
収
束
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
仁
寿
会
の
中
に

は
、
長
く
続
く
「
ナ
ツ
メ
ロ

の
会
」
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
現
在
は
お
休
み
を
し

福浜

コ
ロ
ナ
禍
で
も
絆
強
く

福
浜
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
■  

会
長
　
森
　
カ
ズ
子

歌声響く日、待ちわびて
〜コロナの収束願う〜

第六仁寿会
　　　■会長　江島　孝子

当仁

高
齢
者
に
は
教
養
・
教
育

　
コ
ロ
ナ
ま
ん
延
防
止
の
解

除
の
発
表
が
あ
っ
た
の
を
機

に
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
対

策
と
し
て
中
止
し
て
い
た

ダ
ー
ツ
や
歩
こ
う
会
を
始
め

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ダ
ー
ツ
は
コ
ロ
ナ
が
拡
大

す
る
前
は
、
午
前
10
時
よ
り

約
20
名
の
仲
間
と
和
気
あ
い

あ
い
と
練
習
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
ダ
ー
ツ
に
参
加
し
た

い
希
望
者
が
い
て
も
人
数
制

限
等
が
あ
り
、
す
ぐ
に
参
加

で
き
な
い
状
況
で
待
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
ま
ん
延
防
止
は

解
除
さ
れ
て
も
、
人
数
等
の

問
題
を
解
決
で
き
な
け
れ
ば

ダ
ー
ツ
を
し
た
く
て
も
で
き

な
い
の
で
は
と
考
え
、
案
を

検
討
し
、
対
策
と
し
て
2
グ

ル
ー
プ
作
る
こ
と
に
決
ま
り

ま
し
た
。
現
在
は
、1
グ
ル
ー

プ
は
午
前
10
時
よ
り
、
2
グ

ル
ー
プ
は
午
後
13
時
よ
り
20

名
ず
つ
の
仲
間
を
募
り
、
出

入
り
自
由
と
し
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
長
期
自
粛
生
活
が
続

く
中
、
会
長
と
組
長
が
一
丸

と
な
り
、
全
会
員
さ
ん
の
自

宅
を
訪
れ
る
友
愛
訪
問
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
に
お
茶
菓
子
を
「
ほ
ん

の
気
持
ち
で
す
が
」
と
渡
し

ご
あ
い
さ
つ
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
元
気
な
笑
顔
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
会

員
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
が
少

し
ず
つ
薄
れ
て
い
く
よ
う
な

感
じ
さ
え
し
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
活
動

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
福
浜
福
寿

会
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

て
い
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー
は

約
20
名
お
り
、
川
口
先
生
の

ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
皆
さ
ん
で

楽
し
く
歌
っ
て
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
時
代
の
懐
か
し
い

歌
が
流
れ
る
と
、
苦
労
も
喜

び
も
似
た
よ
う
な
も
の
な
の

か
、
同
じ
年
代
を
過
ご
し
て

き
た
者
同
士
で
会
話
も
弾
み

盛
り
上
が
り
ま
す
。

　
こ
う
い
う
場
所
が
あ
る

の
も
、
仁
寿
会
の
仲
間
の
支

え
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
早
く
、
コ
ロ
ナ
が
収

束
し
、
ま
た
み
ん
な
と
顔
を

合
わ
せ
、
元
気
に
楽
し
く
歌

え
る
日
が
来
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

【答えは11ページ】

バラバラに並んだ５文字
のひらがなを並び替えて
正しい言葉をつくりま
しょう。

಄の壆ૢ

クイズ

ひらがな
ฒび壐え
ひらがな

ʬղ౴は ��ϖーδʭ

ͧいこうΕ きるまͩΏ

͡とんΉう はたけͳ͹

うに͗ΐん しͩいΎく

がかいんえ あかさおん

　バラバラに並んだ
7 文字のひらがなを
並び替えて正しい言
葉を作りましょう。

バラバラに並んだ５文字
のひらがなを並び替えて
正しい言葉をつくりま
しょう。

಄の壆ૢ

クイズ

ひらがな
ฒび壐え
ひらがな

ʬղ౴は ��ϖーδʭ

ͧいこうΕ きるまͩΏ

͡とんΉう はたけͳ͹

うに͗ΐん しͩいΎく

がかいんえ あかさおん

【第１問】
きかうにんこっ
ヒント：交代で書きます

【第２問】
ふんるえいざん
ヒント：冬に流行します

【第３問】
せしいょうくが
ヒント：勉強しに行きます

【第４問】
たらみんしごだ
ヒント：人気の和菓子です

【第５問】
うらびさじああ
ヒント：石油大国です



令和 4年 7月7　第62号

知
識
を
身
に
つ
け

　
健
康
維
持
増
進

ゆ
か
い
ク
ラ
ブ
で

志
賀
島
を
ウ
ォ
ー
ク

赤坂

高
齢
者
に
は
教
養
・
教
育

赤
坂
福
寿
会

　
　
■  

会
長
　
原
口
　
昌
士

　
私
は
赤
坂
福
寿
会
に
属
し

て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
は
、
ク
ラ
ブ

の
食
事
会
や
、
バ
ス
ハ
イ
ク

等
の
行
事
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
会
員
の
活
動
は
個
人

と
し
て
公
民
館
、
自
治
協
行

事
お
よ
び
所
属
し
て
い
る

サ
ー
ク
ル
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
で
し
た
の
で
、
な
ん
と

か
集
う
場
を
作
り
た
い
と

思
い
、
12
月
の
コ
ロ
ナ
禍
の

小
康
状
態
の
時
期
に
先
送
り

し
て
い
た
「
全
国
一
斉
社
会

奉
仕
の
日
」
を
復
活
し
て
15

日
に
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　
当
日
参
加
し
て
く
れ
た
皆

さ
ん
は
、
嬉
々
と
し
て
作
業

を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
り
、
予

定
時
間
よ
り
早
く
清
掃
が
終

了
。
作
業
終
了
後
は
交
流
の

場
と
な
る
と
こ
ろ
で
し
た

が
、
用
意
し
た
お
菓
子
は
家

に
持
ち
帰
り
食
べ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
、
近
い
う
ち
に

再
会
を
願
い
つ
つ
家
路
に
つ

き
ま
し
た
。

赤
坂
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
は
、
赤
坂
公
民
館
の
理

解
と
協
力
を
得
て
、
連
合
会

岡
部
会
長
の
肝
入
り
で
、
活

動
方
針
に
高
齢
者
向
け
行
事

の
「
け
や
き
大
学
」「
け
や

き
ウ
ォ
ー
ク
」を
取
り
入
れ
、

所
属
す
る
３
単
位
老
人
ク
ラ

ブ
の
会
員
同
士
の
交
流
の
場

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
は
、教
養
レ
ク
、

健
康
増
進
の
た
め
の
講
座
や

実
技
で
す
。
後
述
の
「
ゆ
か

い
ク
ラ
ブ
」
を
含
め
、
そ
れ

ぞ
れ
曜
日
を
決
め
、
月
１
回

開
催
し
て
い
ま
す
。

特
に
メ
イ
ン
と
な
る
行
事

は
、
け
や
き
大
学
の
研
修
バ

ス
ハ
イ
ク
で
す
。
単
位
ク
ラ

ブ
の
参
加
者
を
募
集
し
、
空

席
に
校
区
の
高
齢
者
を
募
り

ま
す
。大
部
屋
で
食
事
を
し
、

会
席
中
は
お
酒
も
入
り
ま
す

が
、
カ
ラ
オ
ケ
も
飛
び
出
し

楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
、

老
人
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
の
関

心
を
高
め
る
場
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
令
和
2
年
、
３
年

は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
福
祉

バ
ス
の
利
用
が
で
き
ず
中
止

せ
ざ
る
を
得
ず
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
度
は

再
開
で
き
る
こ
と
を
祈
っ
て

い
ま
す
。

　
私
が
公
民
館
の
高
齢
者

向
け
サ
ー
ク
ル
活
動
の
一

つ
「
ゆ
か
い
ク
ラ
ブ
」
の
行

事
に
参
加
し
た
時
の
報
告

を
い
た
し
ま
す
。
今
回
は
令

和
３
年
10
月
９
日
に
志
賀

島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
博
多
港
埠
頭
出

港
、
右
に
立
花
・
三
日
月
、

左
に
ド
ー
ム‣
タ
ワ
ー
を
眺

め
な
が
ら
、
志
賀
島
を
目
指

し
波
静
か
な
海
面
を
滑
る

よ
う
に
進
み
ま
し
た
。
左
に

能
古
・
机
、
右
に
西
戸
崎
の

住
宅
等
、
進
む
に
つ
れ
て
タ

ン
ク
群
。
エ
ン
ジ
ン
の
音
が

少
し
気
に
な
り
ま
し
た
が

無
事
に
到
着
。
当
日
の
参
加

者
は
18
名
だ
っ
た
と
か
…
。

　
み
ん
な
で
鳥
居
を
く
ぐ

り
志
賀
海
神
社
へ
参
拝
。
休

憩
後
は
目
的
地
の
潮
見
公

園
へ
向
か
い
ま
し
た
。
道
は

登
り
坂
、
端
の
草
花
に
目
を

や
り
な
が
ら
、
あ
え
ぎ
あ
え

ぎ
公
園
に
到
着
。

展
望
台
か
ら
の
眺
望
は
古

賀
か
新
宮
あ
た
り
で
あ
ろ
う

か
、
海
の
中
道
、
志
賀
島
に

続
く
黄
金
色
の
砂
浜
、
市
街

地
を
前
面
に
遠
く
背
振
金
山

西
に
可
也
山
糸
島
に
続
く
山

並
み
。
し
ば
ら
く
風
景
を
眺

め
て
い
る
と
汗
も
ひ
き
、
疲

れ
も
吹
き
飛
び
ま
し
た
。
帰

り
は
下
り
坂
で
一
気
に
港

に
。
楽
し
い
１
日
で
し
た
。

　
赤
坂
福
寿
会
で
は
、
毎
年

総
会
前
に
年
会
費
を
添
え
、

会
員
の
再
登
録
、
新
規
登
録

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

会
員
皆
様
の
活
動
の
動
向
を

把
握
す
る
た
め
、
会
の
行
事

以
外
で
社
会
奉
仕
、
教
養
レ

ク
、
健
康
増
進
、
公
民
館
等

の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
つ
い
て

参
加
の
有
無
、
状
況
を
申
込

書
に
記
載
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
し
「
用
」「
行
く
」
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
公
民
館
が

解
放
さ
れ
た
時
は
、
感
染
防

止
対
策
が
し
っ
か
り
さ
れ

て
い
る
の
で
各
会
合
に
も

安
心
し
て
参
加
し
て
い
る

次
第
で
す
。
ま
さ
に
教
養
、

教
育
を
実
践
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
文
を
書
い
て
い
る
の

は
令
和
４
年
１
月
中
旬
で

す
。
変
異
株
「
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
」
に
よ
る
感
染
急
拡
大
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
早
い

収
束
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

10 月（認知症予防講座①）
11 月（認知症予防講座②）
12 月（園芸～お正月の寄せ植え）
  1 月（姿勢と歩き方レッスン）
  2 月（終活講座）
  3 月（閉講式）

　人数制限がありますが、会員の皆さん元気で参
加されました。毎月のウォーキングももちろん参
加しました。

けやき大学行事報告（令和 3年下半期）

高齢者には教養、教育
（今日用がある、今日行くところがある）が大事！
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南当仁
第
八
功
寿
会

川
上
　
𠮷
正

病
気
に
負
け
ず
健
康
長
寿

病
気
に
負
け
ず
健
康
長
寿

随  想随  想
　
私
は
長
年
に
わ
た
り
、
腰

痛
と
胃
の
痛
み
に
悩
ま
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
腰
痛
は
「
座

骨
神
経
痛
」
と
の
診
断
で
し

た
。
通
院
の
日
々
で
こ
れ
と

い
っ
た
特
効
薬
も
な
く
、
病

院
で
は
、
電
気
治
療
と
患
部

へ
の
注
射
だ
け
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　
あ
る
日
、
突
然
、
院
長
よ

り
こ
れ
は
「
椎
間
板
ヘ
ル
ニ

ア
の
症
状
な
の
で
手
術
を
し

た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
現
状
、
通

院
で
き
る
程
度
の
痛
さ
で
、

こ
れ
以
上
完
全
に
治
る
保
証

も
な
い
の
で
知
人
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
「
骨
に
異
常
が
あ

る
の
で
は
」
と
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
、
整
骨
院
に
相
談

し
ま
し
た
。

　
院
長
の
診
察
で
は
、
治
療

毎月第２か第３土曜日、時々は他の日に、三々五々に
集まって歩いている。早朝集合か目的によっては夜にな
る。（山笠巡りや、クリスマスイルミネーションなど）。
行事だけでなく季節の移ろいにも寄り添って歩く。春は
桜、花見。
　鮮やかに覚えているのは、老壮会に入る前の頃。交通
安全推進委員会の一員として交通指導のサポートをして
いた。福岡市動植物園を目指して。たしか 60歳前後。
先輩方から見れば若造が「近道知っていますよ」などと
言って先頭を切って歩いた。その道はせまく車の往来も
多く、しかも途中で迷った。途方に暮れる若造。先輩た
ちは責めるわけでもなく柔らかな笑顔で見守っている。
いよいよ切羽詰まって、ともかく謝ろうと声をあげよう
としたとき、肩をぽんぽんと叩かれた。振り向くと、春
子さんが左手で弦を押さえるようにし、右手は爪弾くか
たちになっている。なんでこんなときに。
　「三味線ですか」「違うわよ。テケテケテケ、エレキギ
ター。ベンチャーズ。ウォークドントラン」「走るな、歩け。
日本のことわざで言えば、急がば回れ」傍らにいた吉恵
さんがそう付け加えた。
　テケテケテケ。皆が楽し気にてんでに唱和して場は
すっかりくつろいだ。とても救われた気がして、先輩方
と一緒に笑った。ようやく動植物園に着いて汗をぬぐっ
ていたら御年90歳の六郎さんが諭すように言った。「僕
の短い人生経験から言うとさ、近道なんてそうあるもん
じゃないよ」短い人生経験というジョークを自分で笑い
ながら、そう慰めてくれた。
　今でも春子さんや吉恵さん、六郎さんや先輩方を偲び
ながら歩いている。優しい声が僕を包む。回り道でもしっ
かりと歩く。

Walk,�Don't�RunWalk,�Don't�Run

春
吉

第七老壮会

会長　柿木　昌信

を
続
け
て
い
け
ば
完
全
で
は

な
い
が
、
2
、
3
カ
月
で
痛

み
は
治
ま
る
だ
ろ
う
と
の
こ

と
で
し
た
の
で
手
術
は
し
な

い
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の

後
の
経
過
は
大
き
な
傷
み
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
胃
痛
に
つ
い
て
は
定
期
検

診
時
に
痛
み
が
あ
り
、
精
密

検
査
の
結
果
「
十
二
指
腸
潰

瘍
」
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

腰
痛
と
同
じ
く
手
術
は
し
な

い
で
薬
だ
け
で
こ
れ
も
3
カ

月
程
度
で
完
治
し
ま
し
た
が

用
心
の
た
め
引
き
続
き
飲
み

薬
は
続
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
4
月
で
86
歳
と
な
り

ま
し
た
が
、
手
術
等
で
入
院

す
る
こ
と
な
く
過
ご
し
て
き

ま
し
た
の
で
、
念
の
た
め
整

形
外
科
と
胃
腸
科
に
は
月
に

１
回
程
通
院
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
長
期
化
に
よ
り
各

催
事
が
制
限
さ
れ
た
り
、
あ

る
い
は
中
止
、
延
期
と
な
っ

て
い
ま
す
。
活
動
す
る
機
会

が
少
な
か
っ
た
の
で
感
染

症
対
策
の
見
直
し
な
ど
改

善
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
特

異
な
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
リ

ス
ク
に
対
す
る
認
識
が
意

見
の
違
い
で
混
乱
し
て
い

る
状
態
と
思
い
ま
す
。
３
月

で
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
の
解
除
と
な
り
ま
し
た

が
、
未
だ
に
多
く
の
人
の
感

染
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。

　
私
も
３
度
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
済
ま
せ
ま
し
た
が
、

検
温
、
手
洗
い
、
う
が
い
、

マ
ス
ク
の
着
用
で
感
染
予

防
は
万
全
に
続
け
て
い
き

ま
す
。
こ
の
先
も
、
功
寿
会

の
活
動
に
協
力
で
き
る
よ

う
、
健
康
に
は
十
分
に
注
意

し
て
い
き
た
い
で
す
。
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簀子
簀
子
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
　
木
内
　
潤
子

宮
本
さ
ん
に
感
謝

宮
本
さ
ん
に
感
謝
‼‼

　
福
岡
で
桜
の
花
が
開
花
し

た
と
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
日
は
小
学
校
で
も
卒
業

式
で
多
く
の
人
が
学
会
に
別

れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　
松
尾
芭
蕉
の
句
に
「
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
思
い
出
す
桜
か

な
」と
い
う
句
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
の
宮
本
重
人
さ
ん

と
の
別
れ
で
思
い
出
し
ま
し

た
。

　
中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
活
動
推
進
員
を
11
年
間

勤
め
ら
れ
て
き
た
宮
本
さ
ん

と
も
つ
い
に
お
別
れ
で
す
。

長
い
間
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
支

え
て
こ
ら
れ
、
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　
宮
本
さ
ん
と
の
思
い
出
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
で
も
昨
年
の
女
性
部
で
の

研
修
会
に
て
ピ
ア
ノ
の
演
奏

を
さ
れ
た
時
は
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
び
っ
く
り
で
し
た
。

ま
た
、外
国
語
も
堪
能
で
す
。

お
し
ゃ
れ
な
方
で
、
ダ
ン

デ
ィ
で
、
ネ
ク
タ
イ
や
シ
ャ

ツ
、
コ
ー
ト
、
靴
な
ど
も
い

つ
も
か
っ
こ
い
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
参
加
賞
の

賞
品
選
び
の
セ
ン
ス
が
ま
た

び
っ
く
り
。
コ
ロ
ナ
が
流
行

す
る
前
に
、
マ
ス
ク
を
用
意

し
た
り
、
そ
の
他
も
み
ん
な

喜
ぶ
物
ば
か
り
で
、
歯
ブ
ラ

シ
、
石
け
ん
、
ま
な
板
、
手

さ
げ
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
、

耳
か
き
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

　
令
和
4
年
3
月
で
お
別
れ

す
る
と
思
う
と
淋
し
く
な
り

ま
す
。ど
う
か
こ
れ
か
ら
は
、

身
体
に
気
を
つ
け
て
楽
し
い

余
生
を
送
ら
れ
る
こ
と
を
お

祈
り
し
て
い
ま
す
。み
ん
な
、

み
ん
な
感
謝
で
す
。

　
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
お
元
気
で
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
本
市
の

福
祉
行
政
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ

き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
会
員
相
互
の
親
睦
や
健
康
づ

く
り
の
推
進
な
ど
地
域
の
暮
ら
し

を
豊
か
に
す
る
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
福
岡
市
で
は
「
人
生
１
０
０
年

時
代
」
を
見
据
え
、
健
康
寿
命

の
延
伸
や
、
生
涯
現
役
社
会
の
実

現
な
ど
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
経
済
を
循
環

さ
せ
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に

取
り
組
む
た
め
に
「
ぬ
く
も
り
と

彩
り
」
を
令
和
４
年
度
の
予
算
編

成
の
テ
ー
マ
と
し
、
市
民
の
皆
様

が
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
よ
う
、

環
境
を
整
備
し
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

21
世
紀
の
長
寿
先
進
国
に
お

い
て
、
か
つ
て
「
人
生
50
年
」
と

言
わ
れ
た
時
代
か
ら
50
年
延
び
た

平
均
寿
命
を
ど
れ
だ
け
豊
か
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
か
を
総
力
で

考
え
る
こ
と
は
私
た
ち
に
課
さ
れ

た
課
題
で
も
あ
り
、
大
き
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
も
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、

豊
か
さ
の
指
標
の
ひ
と
つ
が
「
ぬ

く
も
り
と
彩
り
」
で
あ
り
、
そ
の

礎
と
し
て
の
地
域
の
顔
が
見
え
る

関
係
づ
く
り
が
今
後
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
な
っ
て
き
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
の
活
動

は
、
地
域
の
美
化
・
防
犯
・
ま
ち

づ
く
り
活
動
や
子
育
て
支
援
な

ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え

る
た
め
に
不
可
欠
で
す
。
ま
た
こ

れ
ま
で
の
知
識
と
経
験
を
活
か

し
、
次
世
代
を
育
て
る
た
め
の
皆

さ
ん
の
お
力
添
え
は
、
地
域
社
会

に
お
い
て
の「
ぬ
く
も
り
と
彩
り
」

を
さ
ら
に
奥
深
い
も
の
に
す
る
た

め
に
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
基
本
理
念
「
地
域
社
会
の
支
え

手
の
一
員
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
豊
か
な
経
験
・
知
識

を
活
か
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
」

と
い
う
方
針
の
も
と
、
魅
力
あ
る

楽
し
い
活
動
が
令
和
４
年
度
も
さ

ら
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
中

央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
多
幸

を
祈
念
し
て
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ぬくもりと彩り 福祉・介護保険課　　課長　今林　京子

笑
顔
が
素
敵
な
宮
本
さ
ん
（
左
）

笑
顔
が
素
敵
な
宮
本
さ
ん
（
左
）
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自分がケガをした時の保険です。（病気は対象外）。
一部のタイプでは特定感染症に感染した場合や、他人の物を壊したり、

他人にケガをさせた場合＊1も対象となります。１人1口加入で年齢制限はありません

〒100-8822  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

公益財団法人

2022年10月始期
2023年  4月始期版

②掛金内容・補償内容【下記◆重要◆と併せてご確認ください】

＊１ 法律上の賠償責任が伴う対人・対物事故が対象です。

＊１ 法律上の賠償責任が伴う対人・対物事故が対象です。

◆この保険の対象は、全国老人クラブ連合会に連なる都道府県・指定都市老連および市区町村老連に加入している単
位老人クラブです。

◆全国老人クラブ連合会が契約者となり、各単位老人クラブで取りまとめて申し込む団体保険です。個人での加入手続
きはできません。
◆新規加入をご希望、ご検討の際は、クラブで担当者を決めて全老連「保険係」まで資料をご請求ください。
〈資料請求受付期間〉

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社 医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

03-3597-8770
お問い合わせ
ご相談 先専用FAX 03-3597-8767

加入申込書等、
資 料 請 求 先

受付時間 9：30から12：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉13：00から17：00まで

【 傷 害 保 険 】4月始期⇒ 1/4から2月末頃まで、10月始期⇒ 7/1から8月末頃まで
【賠償責任保険】随時受付中

（複数口加入はできません）。

傷　害　保　険 〈掛金・補償内容〉

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償いきいき活動を
支える

他人の物を壊したり、ケガをさせた時＊1の保険。自分のケガは対象になりません。
賠 償 責 任 保 険

① 対　象：
③ 掛　金：

② 保険期間：
④ 補　　償：

単位老人クラブ（全員加入が条件となります）
1人年額100円（最低引受保険料3,000円）

毎年10月から1年間（中途加入可）
支払限度額1億円

〈掛金・補償内容〉

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】
老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・
総合生活保険（傷害補償）

【老人クラブ団体賠償責任保険】
施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険
ご加入にあたっては、必ず「パンフレット」「概要」「重要事項説
明書」をよくお読みください。詳細は、ご契約者である団体の
代表者にお渡ししてあります保険約款によりますが、ご不明な
点は、代理店までお問い合わせください。

2022年3月作成　21-TC11211

①保険始期月
　および保険期間

保険始期月
2022年10月
2023年4月

保険期間
2022年10月1日午後4時から1年間
2023年4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
2022年7月15日～9月15日まで
2023年1月15日～3月15日まで

（１）「所属する単位クラブが予め計画・実施する活動」および
（２）「市区町村（地区・校区）から全国までの各連合会が主催

する活動イベント」ならびに
（３）「老人クラブ関係者として他団体の活動」への参加・往復

途上を含みます。
（４）事故証明者：単位クラブ関係者、参加した主催老連関係者

④（注1）往復途上とは、自宅(マンション、アパートなどの集合住宅は専用部、戸建ては敷地を含む)を出てから、クラブ活動場所までの通常経路を指します。
⑤（注2）死亡保険金と後遺障害保険金をどちらも請求する場合、いずれかの補償額が上限となります。（例：すでに支払った後遺障害保険金がある場合の死亡保険金は、すで

に支払った金額を控除した残額となります）後遺障害の程度に応じて、後遺障害保険金の4%～100%が支払われます。
⑥（注3）手術保険金として、入院中は入院保険金日額の10倍、外来（入院中以外）は5倍がお支払対象となります。傷の処置や抜歯等お支払いの対象外の手術があります。
⑦（注4）特定感染症危険補償特約。2022年2月現在、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第6条第7項第

3号に規定されていますので、補償対象となります。特定感染症を発病した場合に、後遺障害保険金、入院保険金、通院保険金について（除く死亡保険金、手術保険金）
補償の対象となります。

⑧（注5）特定感染症、地震・噴火・津波危険補償、熱中症危険補償はクラブ活動中・活動以外を問わず24時間対象ですが、補償額はⒶ死亡保険金（除く特定感染症補償）、Ⓑ後
遺障害保険金、Ⓒ 入院保険金日額、Ⓓ通院保険金日額の下段（ ）内の補償額（活動中以外の補償額）となります。

⑨（注6）1事故について1億円を限度に保険金をお支払いします。自動車等を運転中に生じた事故については対象外となります。

◆重要◆

③【クラブ活動中とは】

タイプ

補償内容

対象となる保険金

対象となる保険金

対象となる保険金

（A死亡保険金は対象外です）

（保険金額）

クラブ活動中(往復途上（注1）を含む)・クラブ活動中以外を問わず
日常生活全般（24時間）のケガを補償します。 クラブ活動中(往復途上（注1）を含む)の

ケガを補償します。

掛  金

【補償額】上段：活動中のケガの補償額　下段：（活動中以外のケガの補償額）

24時間型補償充実 活  動  型

8,000円／年 5,000円／年 3,500円／年 1,000円／年 500円／年12,000円／年

（注2）

（注2）

（注3）

死亡保険金

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

（事故から180日以内）

（事故から180日以内）

（事故から180日以内、30日限度）

（事故から180日以内、30日限度）

（注6）（自転車事故も含む）
個人賠償責任補償

（注4）

（注5）

（新型コロナウイルス感染含む）
（始期日から10日間は免責）

特定感染症危険補償

地震・噴火・津波
 危険補償

熱中症危険補償

A

A

B

C

D

（注5）B C D

B C D

（注5）A B C D

352万円
（182万円）
352万円
（182万円）
6,300円
（2,300円）
3,700円
（1,100円）

208万円
（123万円）
208万円
（123万円）
3,200円
（1,200円）
2,050円
（750円）

189万円
（104万円）
189万円
（104万円）
3,050円
（1,050円）
1,950円
（650円）

119万円
（74万円）
119万円
（74万円）
1,800円
（800円）
1,150円
（500円）

85万円

85万円

2,000円

1,300円

45万円

45万円

1,000円

650円

1億円限度



令和 4年 7月11　第62号

太
宰
府
の
白し
ら
う
め
み
か
ぶ

梅
三
株
飛
ん
で
き
て

　
　

霊
園
内
の
民
に
声
か
け
る

霊
園
の
桜さ

く
ら
な
み
き

並
木
を
見
上
げ
れ
ば

　
　

そ
っ
と
教
え
く
る
春
の
足
音

春
と
な
り
私
の
心
こ
こ
ろ
す
で
に
春

　
　

今
朝
も
仲
間
と
踊お
ど

り
歩
く
ぞ

�

小
笹
校
区　

第
九
小
笹
平
和
会　

会
長　

米
徳　

昭
男

月
冴
え
て
老
木
淋
し
さ
く
ら
花

蓮
の
葉
や
枯
れ
て
下
向
何
想
う

�

舞
鶴
地
区　

第
一
松
寿
会　

藤　

喜
代
子

炎
天
下
も
ぎ
る
ト
マ
ト
の
味
濃
し

風
吹
き
て
麦
ば
く
し
ゅ
う秋
揺
れ
る
波
の
音

�
大
名
地
区
会
長　

三
原　

哲
彦

日
々
注
射
刺
す
看
護
師
の
手
の
温
く
し

病
窓
に
タ
ワ
ー
に
浮
き
出
す
桜
花

拓
け
ゆ
く
博
多
港
湾
の
遠
か
す
み

震
災
六
年
新
な
誓
ひ
春
は
遅
々

蕨わ
ら
び

狩
り
着
く
や
野
に
散
り
溶
け
入
り
ぬ

�

福
浜
校
区　

第
四
福
寿
会　

井
上　

温
子

認
知
症
カ
ナ
リ
ア
ま
で
も
歌
忘
れ

盛
り
あ
が
る
病
気
の
話
し
輪
の
中
に

�

舞
鶴
地
区　

第
一
松
寿
会　

藤　

喜
代
子

勇
気
出
せ
人
生
変
る
一
歩
か
ら

爺じ
じ
ば
ば婆
に
孫
す
り
す
り
で
お
小
遣
い

会
話
な
し
名
前
出
て
こ
ず
テ
レ
ビ
前

�

大
名
地
区
会
長　

三
原　

哲
彦

戦
争
で
国
旗
の
色
を
知
る
つ
ら
さ

大
切
に
育
て
た
成
果
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

ウ
イ
ル
ス
の
終
息
願
っ
て
三
年
目

ど
ん
た
く
の
に
ぎ
わ
い
戻
る
街
の
中

ビ
ッ
ク
ボ
ス
言
っ
て
み
た
い
な
「
代
打
オ
レ
」

�

当
仁
校
区　

第
三
仁
寿
会　

高
橋　

績　

◆
編
集
後
記

　

梅
雨
も
明
け
、
清
々
し
い

夏
空
の
広
が
る
こ
の
ご
ろ
、

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。「
中
央
区
老
ク

連
だ
よ
り
第
62
号
」
を
お
届

け
し
ま
す
。

　

会
長
交
代
に
と
も
な
い
、

令
和
4
年
度
よ
り
新
体
制
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
度
こ
そ

は
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
徹
底
し

た
上
で
、
で
き
る
限
り
事
業

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
会
員
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

今
後
も
暑
い
日
が
続
き
ま

す
の
で
、
各
ク
ラ
ブ
で
活
動

を
す
る
際
は
、
こ
ま
め
に
水

分
補
給
を
と
っ
て
熱
中
症
に

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

�

（
広
報
部
）

◆
ご
協
賛
い
た
だ
い
た

　
　
　
　
　

�

皆
様
方
へ

　

こ
の
た
び
は
「
中
央
区
老

ク
連
だ
よ
り
」
の
発
行
に
あ

た
り
ま
し
て
広
告
の
掲
載
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で

幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
願
っ
て
発
行
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚

誼
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

�

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

〒810-8622中央区大名２-5-31

中央区老人クラブ連合会

TEL 092-718-1140
FAX 092-771-4955

『中央区老ク連だより』『中央区老ク連だより』
文芸作品募集文芸作品募集

短�歌 俳�句 川�柳

　ただいま「短歌・俳句・川柳」の作品　ただいま「短歌・俳句・川柳」の作品
を募集しています。皆さんの感性をを募集しています。皆さんの感性を
生かした作品をお待ちしています。生かした作品をお待ちしています。

　必ず校区名・地区名、クラブ名、　必ず校区名・地区名、クラブ名、
氏名、年齢、連絡先を明記ください。氏名、年齢、連絡先を明記ください。

応募方法応募方法

《6ページ　ひらがな並び替えクイズ�答え》①こうかんにっき　②いんふるえんざ　③しょうがくせい　④みたらしだんご　⑤さうじあらびあ
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術
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舞　鶴 洋画　　（田中かず子、宮崎京子）
簀　子 書・写真（木内潤子）

春　吉
書　　　（大森冨士子、安武英子､ 植村和子
絵手紙　（福原初江）、工芸　（瓜生ヤスエ）

警　固 写真　　（渡邊洋一）
赤　坂 写真　　（樋口俊明）、洋画　（平田久雄）

草ヶ江

絵手紙　（硲（はざま）清子）
写真　　（櫻木照久）
洋画　　（野辺千代子、吉村麻子）
書　　　（由井洋子）
工芸　　（泰松雅子、小野満智子）

福　浜
写真　　（矢野政志、林敏子）
工芸　　（楢木知昭）

当　仁 工芸　　（木附悦子、立石和子、後藤一好）、写真　（井上宏）
南当仁 写真　　（藤島正稔）
平　尾 洋画　　（河野昭子）

高　宮
工芸　　（山口百合江、大坪由枝、堀内秀代）
書　　　（荻原直子、小玉加代子）、洋画　（小金丸都子）

笹　丘 工芸　　（廣瀬トシ子）、洋画　（石松繁昭）

ぜひ皆さんも
作品づくりに

挑戦してみませんか？

目をひく可愛い工芸作品目をひく可愛い工芸作品

素敵な作品に撮影する人も素敵な作品に撮影する人も

時間を忘れ鑑賞時間を忘れ鑑賞

「熱血の瞳」「熱血の瞳」
南当仁　藤島正稔さん（85）南当仁　藤島正稔さん（85）

「ヴェネツィア」「ヴェネツィア」
草ヶ江　吉村麻子さん（97）草ヶ江　吉村麻子さん（97）

創る喜び伝わる
作品の数々

【作品出展者一覧】【作品出展者一覧】 敬称略敬称略


